
令和７年度全国学力・学習状況調査【中学校・教科の調査から】

全体平均正答率は、全国平均を 4.3ポイント、県平均を 2.0 ポイント下回りました。

・「読むこと」のうち「文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉えることができ

るかどうかをみる」がよくできていました。

・「話すこと・聞くこと」のうち「相手の反応を踏まえながら、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を

工夫することができるかどうかをみる」についての正答率が、全国平均・県平均と比べて低い数値でした。

全体平均正答率は、全国平均を 6.3ポイント、県平均を 2.0 ポイント下回りました。

・「データの活用」のうち、「必ず起こる事柄の確率について理解しているかどうかをみる」ことがよくできて

いました。

・「数と式」のうち、「素数の意味を理解しているかどうかをみる」についての正答率が、全国平均・県平均と

比べて低い数値でした。

・「関数」のうち、「事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することができるかどうかをみる」

についての正答率が、低い数値でした。
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評価について

A：全国平均＋３％以上

B：全国平均同等から

＋－３％まで

C：全国平均－３％以上



中学校理科は、IRTに基づいた調査となります。

■IRT（Item Response Theory：項目反応理論）

■IRTスコア：IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点で表す

ものです。

【公開問題】平均正答数 平均 IRTスコア

倉吉市 ２．６／６ ４８１

鳥取県 ２．７／６ ４９０

全国 ２．９／６ ５０３

・「エネルギーを柱とする領域」のうち、「電熱線で水を温める学習場面において、回路の電流・電圧と抵抗や

熱量に関する知識及び技能が身に付いているかどうかをみる」ことがよくできていました。

・「生命を柱とする領域」のうち、「水の中の生物を観察する場面において、呼吸を行う生物について問うこと

で、生命を維持する働きに関する知識が概念として身に付いているかどうかをみる」についての正答率が、

低い数値でした。

※文部科学省

「中学校理科」IRT を用いた結

果返却について（一部抜粋）


